


松島の観光客を塩竈に
松島には全国から観光客が大勢
いらっしゃいます。その観光客に、
塩竈の松島湾の魅力を紹介し、
塩竈に来てもらう方法を提案します。

仙台の観光客を塩竈に
仙台市を訪れた観光客に塩竈市
にも足を運んでもらえないだろう
か？足を運んでもらうにはどうすれ
ばよいだろうか。その方法につい
て提案します。

歴史の観光
奥州一の門前町として栄えた
塩竈市には、歴史的建造物をは
じめ、歴史的な神事やお祭りが
あります。この魅力をどのように
観光に活かしていくか提案します。

食の観光
塩竈には、美味しい食がたくさん
あります。食で塩竈市の観光を
盛り上げるには、どうしたらよいか
その仕組みを提案します。

街歩きの観光
門前町として栄えた塩竈市。当時
の様子を知れる建造物も数多く
残っています。多くの人が訪れたく
なる魅力的な街歩きを提案します。
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地域教育・研究センター長
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1974年慶應義塾大学法学部政治学科卒、82年同大
学院法学研究科博士課程単位取得退学。82年弘前
大学人文学部講師、85年助教授、93年教授、2001年
名古屋大学環境学研究科教授。17年、名誉教授。
19年尚絅学院大学教授を経て、20年より現職。
■主な研究
社会学（都市社会学、災害社会学）
コミュニティ、共同性、公共性、 災害、生産と構築
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■経歴
神奈川県生まれ、岡山県で幼少期を過ごし、中学生以降は宮
城県で暮らす。22歳の時に電気メーカーに就職。東京本社に勤
務し、32歳の時に仙台支店へ転勤となる。35歳、株式会社佐浦
へ転職し、現在に至る。
塩竈観光振興ビジョン策定委員やみやぎ観光振興会議仙台圏
会議委員などを歴任し、塩竈市物産協会理事を務めている。

■浦霞醸造元株式会社佐浦
創業は1724年（享保９年）にさかのぼり、300年近い歴史をもつ酒屋。
蔵元として、「浦霞」を製造している。

■地域教育・研究センターとは
産学連携、教育面での連携、地域貢献活動などの窓口として、その活動の拠点となるのが、本センターです。大学と
一緒に地域課題を明確にし、その課題を解決し、地域の発展につなげることはできないか、とお考えの方がいらっしゃ
いましたら、当センターにお問い合わせください。地域の様々な問題を共に考えてみませんか。

尚絅学院大学は2021年12月に塩竈市教育委員会と包括連携協定を締結したことを機に、学校教育・学術の進行及び地域社会の発展と人材の育成
を目的として塩竈市とさまざまな形で連携を始めております。
連携事業の一環として、授業では本年度より前期「地域観光論」において塩竈市について学び、後期「観光まちづくり演習」においては、塩竈市の観光
や産業について調査研究をしてまいりました。塩釜市の地域と観光について、1年間勉強してきた学生がその成果を発表し、市民の皆様と意見を交わ
し、これからの塩竈市の在り方についてみなさんと考えたいと思います。

●会場では、ソーシャルディスタンスを確保して座席を用意する他、消毒を実施します。●参加の際は、手指消毒やマ
スク着用、咳エチケットなどにご協力をお願いします。●感染状況によっては、オンライン開催になる場合がございま
す。●発熱や息苦しさなどの症状のある方、2週間以内に海外流行国または国内の感染流行地域（クラスター発生等）へ
旅行、出張された方は参加をご遠慮ください。●感染拡大の状況に伴い中止になる場合があります。

新型コロナウィルス
感染症対策について


